






「要約」

中高年の高血圧症発症と妊娠中毒症との関係を検討するため、10-20 年前に分娩した婦人

を対象として、妊娠-分娩時の状態と、アンケート調査による現在の健康状態を検討した。

その結果、現在の高血圧と関係する因子としては、妊娠中毒症の既往、高血圧素因保有者

および子宮内胎児発育遅延(IUGR)が抽出され々現在の高血圧を目的変量とした重回帰分析

でも高血圧素因と IUGR の寄与率が有意に高かった。これらの結果から、妊娠中毒症が中

高年の高血圧に直接影響するというよりは、将来高血圧を発症する因子を保有する人が、

妊娠時には妊娠中毒症や IUGR を発症しやすいと考察された。妊娠時の母児の状態の観察

によって中高年の高血圧発症の予知が可能となれば、将来の成人病予防にも有用となる可

能性が示唆される。


